
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1007 

令和５年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 課題研究 
単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 家庭科５５デジタル＋（教育図書） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・家庭基礎で学んだ知識、技術を基とし、家庭生活を振り返り、日常の生活における問題点を見

つけ、学習を通してその解決方法を考えていきましょう。 

・家庭科とつながる職業について理解を深め、将来の職業選択の一助としていきましょう。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

生活の主体者となるための知識、技能を身につける。生活における問題点を見つけ、積極的に問

題解決に取り組んでいく。正しい情報を選択し、よりよい消費者として社会を構築してく意識を

もち生活していく。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生活の主体者として必要な

知識を深め、技能を深めて

いく。食・衣・住といった領

域を超えて、消費者として

正しい情報を得、正しい選

択をする技能を身につけ

る。 

正しい情報を選択し、よりよ

い消費者として、社会を構築

していく意識を持ち生活し

ていく。家庭・地域・社会に

おける生活の問題を見出し、

問題解決する能力を身につ

けていく。 

家族や地域の人々、そのほか

の人々と協働し、よりよい社

会の構築に向けて課題の解

決に主体的に取り組み、生活

を創造していく。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学

期 

衣

生

活 

○被服の役割、構成、管理に

ついて学ぶ。和服と洋服の違

いについて知る。 

○衣服の入手から処分までの

流れを学習する。 

〇被服の取り扱いの方法を実

践的に学ぶ 

 

a:被服素材の性質、表示、取り扱

いについて知る。 

b:被服の購入の際、自分のサイズ

を把握し、表示から必要な情報を

読み取ることができる。自分の被

服の入手、処分までの行動を見直

す。 

c:衣服の取り扱いについて理解

できる。実験/実習に積極的に参

加しようとしている。 

定期 

考査 

授業観察 

ワークシート 

定期考査 

授業観察 

ワークシート 

実習 

実験 

災
害 

○起こる可能性のある災害

と、その対応について知る。 

○自助、共助、公助について 

知り、自分の取り組める役割

について考察し取り組む。 

〇避難所の運営や、災害時

の調理について考え、実践す

る。 

a:起こる可能性のある災害とそ

の対処法を知る。災害に対して備

え、実践できる技術を身につけ

る。 

b: 自助、共助、公助についてそ

れぞれの役割を考え、自分がする

べきことを考える。 

c:災害に備え、自分ができること

を実践していく。 

 

定期考査 授業観察 

ワークシート 

定期考査 

授業観察 

実習 

実験 

２
学
期 

食
生
活 

〇家庭基礎で学んだ知識・技

術をもとに、日々の食生活に

おける問題点を見つけ、解決

方法を考える。 

〇消費者として、安全な食生

活を送るための知識・選択方

法について学び実践する。 

〇食に関する SDGs について

学び、自分の意見を構築す

る。 

a:現代の食生活の傾向を理解し、

健康的な食生活の必要性を理解

する。環境に配慮した食生活を営

むために必要な栄養、食品、調理、

食品衛生等の技術を身につけて

いる。 

 b:消費者として安全な食生活を

送るための選択方法を考察する。 

C:健康、安全、環境に配慮した食

生活を主体的に実践していく。 

 

学習プリ

ント 

小テスト 

定期考査 

 

授業観察 

定期考査 

レポート 

グループ

ワーク 

授業観察 

レポート 

グループ

ワーク 

発表 

実験・実習 
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３
学
期 

消
費
生
活
・金
融
教
育 

〇自分たちが日々「契約」を

行い、消費行動を行っている

ことを自覚し、意思決定まで

の情報収集、プロセスを理解

する。 

〇さまざまな問題商法やその

対処法について知る。 

〇ﾗｲﾌｲﾍﾞﾝﾄに対応するお金

の準備について知り考える。 

〇さまざまな支払い方法のし

くみや計画的なお金の使い

方、運用方法について知る。 

a:「契約」のプロセスを知る。問

題商法やその対処法について知

る。お金の支払い方法、運用につ

いて知る。 

b:問題商法の対処法を考える。ﾗｲ

ﾌｲﾍﾞﾝﾄに対応するお金の使い方、

貯蓄、保険、運用について考える。 

c:消費者として、情報を正しく把

握する。生活の主体者として、お

金を有効に使い、運用していく。 

 

 

学習プリ

ント 

小テスト 

定期考査 

授業観察 

定期考査 

レポート 

グループ

ワーク 

授業観察 

レポート 

グループワ

ーク 

発表 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


